
















































同「振興会文書資料について」1999 年 11 月
20 日）。内訳は、和図書 3,849 点、洋図書







（昭和 17）年から 1945（昭和 20）年まで
が 143 点で、戦後から 1964 年までの文


















　2009（平成 21）年 8 月に最初の会合を開き、民族学振興会文書資料の収蔵状況を確認、全体を
通して内容の概要をつかみ、研究材料としての有用性が高い部分を見極める作業をおこなった。そ
の結果、情報が豊富でしかも関連文書がひとまとまりになっているファイルで、且つ学史を跡づけ

























（ 5 ）大阪・京都（泉水）民族誌データベースの歴史という観点から HRAF（Human Relations Area 
files）の調査。



















（ 2 ）大阪（中生・谷口・泉水）国立民族学博物館にて馬淵東一資料および HRAF ファイルの成立
に関する調査。














































































　泉靖一のニューギニア調査と軍属人類学 ―大東亜戦争と学問― 全　 京 秀（李 徳雨　訳）
　考古学者・甲野勇の太平洋戦争―「編年学派」と日本人種論― 坂 野 　徹
第 II 章　隣接地域との関係
　『南島』―植民地台湾における未完の沖縄学― 泉水　英計




　　―ミシガン大学日本研究所による 1950 年から 1955 年の瀬戸内海地域研究―
　ミルチャ・エリアーデと日本の民俗学・民族学 三浦　啓二
　民研本転々録―民族研究所蔵書の戦中と戦後― 菊 地 　暁
　あとがき 研究代表者　泉水　英計
　一方、民族研究講座の翻刻出版に関する作業は事務担当者を中心に 2013 年度も継続し、文化庁
での事前相談を経て、著作権継承者不明分の 8 件について 2013 年 12 月 20 日付で文化庁より裁定
および補償金決定の通知をうけ、2014 年 5 月 9 日付で補償金を供託して利用可能な状態となった。
これを受けて、6 月 14 日に共同研究者を編集会議に招集し、翻刻の表記や注釈の在り方について
具体的な調整をはかった。翻刻は 2015 年 3 月に『国際常民文化研究叢書』中の一巻として出版さ
れる。
